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受けている児童生徒数は平成 28 年度 98,311 名，平
成 29 年度 108,946 名であり，1 年間で 10.8％増加
している。障害種別でみると言語障害で 768 名，自
閉症で 3,691 名，情緒障害で 2,768 名，LD で 2,002
名，ADHD で 1,249 名の増加がみられる。設置学校
数は平成 28 年度 4,576 校，平成 29 年度 5,283 校で
あり，担当教員は平成 28 年度 7,335 名，平成 29 年
度 8,361 名であることから，それぞれ増加している。 












































利用している通常学級に在籍の小学 3 年男児である。 
 
２．期間 
20XX 年 11 月から 20XX+1 年 3 月 
週に 1 回１時間の個別指導を 11 回行う。11 回の







































小学 2 年生（7 歳 10 か月）時に実施した読み検査
課題の結果は次のとおりであった。 
単音連続音読時間 57 秒（+2.37SD），有意味語音















PVT-R 絵画語い発達検査の結果（7 歳 10 か月実























































































































































読み速度の結果（9 歳 4 か月実施）において，連
続読み課題では 49 秒，有意味語では 73 秒，無意味











PVT-R 絵画語い発達検査の結果（9 歳 4 か月実施）















なった。結果を図 6 に示す。 
指導Ⅱにおける課題文②の読みでは，1 分間に読
んだ文字数について 1 回目は 158 文字，2 回目は
317 文字であった。指導Ⅵにおける課題文⑥の読み
では，１回目 149 文字，2 回目 224 文字であった。
指導Ⅶにおける課題文⑦の読みでは，１回目 156 文
字，2 回目 269 文字であった。課題文の長さや内容
が異なるためそれぞれの回における読み速度にばら
つきがあるが，1 回目と 2 回目を比較すると，9 回









図 6 1 分間の読み速度 
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9 回実施のうち 7 回において，読み誤りの数が少な
くなり，1 から 3 個の減少がみられた。指導Ⅰにお
ける課題文①の読みでは，1 回目の読み誤り数が 9
個に対し，2 回目は 7 個であった。指導Ⅴにおける
課題文⑤の読みでは１回目 6 個，2 回目 3 個であっ
た。指導Ⅶにおける課題文⑦の読みでは，1 回目 4


























図 7 読み誤りの単語 
 
図 8 穴埋めによる本人の解答 
 
図 9 本人の感想の変化 
読みにつまずきのある児童への通級指導教室における実践的研究 
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（2019 年 10 月 21 日受付） 
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